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保育士 西村麻依子 

2018 年2月9日 第二回麻しん風しん小委員会 

【提案事項】 
1．指針作成時から2017年度までに達成できたこと、できていないことを明確にし、2018
年度、2019年度に関係者が取り組む具体的な行動指針を作ってください。 
2．非流行期にとりくめる【予防接種歴・免疫の確認】【不足のある人への接種勧奨】【希
望者がワクチン接種しやすくなるような情報提供・よい実践例の紹介】を広く紹介し、ホ
普及をはかってください。 
3.CRS/CRI児の早期発見のため、新生児聴覚スクリーニングや乳幼児健診などを活用する
ことにより、早期治療、早期療育に繋げることを項目に追加してください。 
4.輸入感染症でもある風しんを流行させないために、増加している外国人向けの情報提供
を多言語で行ってください。また、来日前に予防接種歴や免疫の確認が行われるよう、受
け入れ企業・団体、教育機関に対して啓発を行ってください。 
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風疹をなくそうの会『hand in hand』 
これまでの活動 

●学校・研修会での講義 

●学会と連携して医療者向け啓発 

●啓発パンフレットの作成・配布 

 

  



p.5 第三-二 基本的考え方 
職場等における感染及び予防対策や先天性風しん症候群の
予防の観点から妊娠を希望する女性等に焦点を当てた予防
対策が重要になると考えられる 

【提案】 
「妊娠を希望する」ではなく、妊娠する可能性のある女性、
ではないでしょうか？？ 

 
女性のみへの接種推奨では流行を阻止できないので、男性
にも女性同様に積極的なMRワクチンの勧奨（企業内接種
等）を行ってください。 

 



【提案】 
抗体を保有していない者に対しては、必ず二回接種するよ
う勧奨してください。 

  

必ず二回ともMRワクチンを打つよう指導してください。 

 

p.5 第三-二 基本的考え方 
風しんに対する抗体を保有していない者は、少なくとも一
回の接種を受ける必要があると考えられる。 



P.9 四-3 本指針の目標を達成するために は、医療関係
者、児童福祉施設等の職員、学校等の職員等のうち、 罹患
歴又は予防接種歴が明らかでない者に対し、風しんの抗体
検査 や予防接種の推奨を行う必要がある。  

【提案】 
誰の責任で、誰が、何を、いつまでに、行うのか、明文化して
ください。 

2020年風しん排除に向けて、現在の取り組み状況、今後取り
組むべき課題がわかるように、数値（地域の状況）を公表して
ください。 
 

【例】 

 2017年度：抗体検査・勧奨の実地状況評価 

 2018年度：モデル地域・団体での介入と評価 

 2019年度：自治体・関連団体を通じて広く実施 



 某県の保育士養成課程に在籍する 
 学生向け指導内容の調査 
(風疹をなくそうの会『hand in hand』 調べ  2018年1月） 

指導の有無 実施時期 指導内容 

A大学 不明 

B大学 あり 不明 麻しん・風しん抗体検査 陰性者に追加
接種推奨 

C大学・同短期
大学部 

あり 第一学年の定
期健康診断時 

麻しん・風しん・水痘・流行性耳下腺
炎・B型肝炎抗体検査 

陰性者に追加
接種推奨 

D短期大学 不明 

E短期大学 あり 入学前 麻しん・風しん・水痘・流行性耳下腺
炎抗体検査 

陰性者に追加
接種推奨 

F短期大学 不明 

G短期大学 あり 入学時提出書
類 

麻しん・風しん予防接種記録もしくは
抗体検査結果証明書の添付 

H短期大学 あり 入学時 麻しん予防接種２回が済んでいること
を確認 

I短期大学 不明 

９校中５校で何らかの指導を実施 
うち３校では免疫不足学生に追加接種を推奨 



P.10 第四-三 先天性風しん 症候群と診断された児に対
し必要に応じ行われるウイルス排出の有無 の評価に基づき、
その児に対する医療及び保育等が適切に行われるよう、必
要な情報提供を行うものとする。 

【提案】 
保育施設内あるいは自宅で保育が受けられるよう、保護者
に向けた相談窓口を明確にしてください。 

 

CRS児を受け入れしようとしている保育施設等に向けた相
談窓口をつくり、情報提供をしてください。 

 

保育を受けられない家庭への支援を考えてください 

 



新たに追加してほしいこと ① 

【提案】 

早期にCRS・CRI児の発見ができるように、新生
児聴覚スクリーニングや乳幼児健診を活用するこ
とにより、早期治療、早期療育に繋げることを項
目に追加して下さい。 



日本産婦人科医会 
母子保健部会 

平成28年4月13日 

 







新たに追加していただきたいこと ② 

【2018年2月の課題】 
現在、各地で在住外国人・訪日客が増加傾向にあります。 

海外からの風しんの持ち込み、地域での拡大を防ぐためには、
次の2点が必要です。 

 

①集団免疫を高めるため、地域の外国人住民にも理解できる多
言語資料で予防接種の教育・啓発が行われること 
 【厚生労働省・自治体 予防接種センター・医師会】 

 

②留学生や外国人技能実習生が来日する前には健康診断を必須
とし、風しんを含め「日本人が標準的に接種しているワクチ
ン」の接種記録や免疫の確認を受け入れ企業・団体、教育機関
に義務付けること 
 【内閣府・法務省・厚生労働省・文部科学省・国際研修協力機構】 



埼玉県内における外国人職業技能集合
講習を発端とした風疹広域感染事例 

●2016年6月初旬, 埼玉県内のA保健所管内の企業で実習
中の外国人実習生が風疹と診断された。 

●患者は企業実習前に県内B保健所管内の研修所（寮を兼
ねる）で日本語習得および職業訓練のための集合講習を受
けていたベトナム人実習生であった。 

●患者発生を受けて埼玉県保健医療部疾病対策課（現, 保
健医療政策課） およびB保健所により疫学調査が開始され, 
講習中にさらなる風疹患者がいたことや, 講習終了後, 実習
生が全国28自治体の41の受入れ企業に分かれ実習を行っ
ていることが判明した。 

●患者の接触者が広域に及んでおり, 全国規模の対応が必
要と判断された。 

IASR Vol. 38 p.188-190: 2017年9月号 

参考資料 



静岡県内のＡ事業所を中心に発生した
風しんの集団感染事例 

●2015年1月29日、静岡県のＡ事業所の本社工場内で1例
目、2月2日に同事業所で2例目の発症が確認された。 

●2月7日に近医より上記2例とは別の発生届が提出された。 

●2月12日には、近隣の保健所に2例の発生届が提出され
た。うち1例はＡ事業所内での感染が疑われた。 

●調査の結果、Ａ事業所で13例（疑い例を含む）の風しん
集団発生として対応がなされた。その後も、県内の他の事
業所（B、C事業所）からも症例の発生が認められた。 

●Ａ事業所は海外に工場があり、海外出張者や海外からの
技能取得研修生が多く、輸入感染症として広がったと考え
られた。 

IASR Vol. 36 p. 126-128: 2015年7月号 

参考資料 



外国系労働者の多い事業所における 
風疹の集団感染事例－前橋市 

企業Ａの工場内で特定の製造ライン担当の会社Ｂに勤務す
る男性が発症。発熱と発疹を生じた者が複数いた。 

有症者は24～44歳の男性10名で、多くが日系ブラジル人で
あった。 

Ａ社、Ｂ社、Ｃ社が一部の製造ラインで操業。Ｂ社とＣ社
は外国人が多く、休憩室と食堂を共同利用していた。 

 
「外国系労働者が多く勤務する工場内で、風疹の集団感染が疑われた事
例を経験し、予防接種歴の不明や未受診、予防接種に対する理解不十分
などの課題に直面した。同様の就業形態の企業は少なからず存在すると
思われ、未受診、未診断のため保健所の探知が遅れ、感染が拡大する可
能性がある。集団感染や先天性風疹症候群（CRS）の発生防止のため、
今後は、事業所における労務管理者・衛生管理者による従業員の健康管
理や産業医との連携の強化を推進していく必要がある。」 

IASR Vol. 34 p. 100-101: 2013年4月号 
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福岡県：留学生を発端とする 
風しんアウトブレイク 

●2011年1月：日本語学校在外中の東南アジアからの留学
生（４例）の麻しん発生届が保健所へ提出されたが、検査
の結果、風しんと判明。 

● 以後、同じ日本語学校の別の寮の生徒（他国 

出身者）に風しんが広がった。 

●繁華街の若年層、地域の保育園、保護者（妊婦含む）に
拡大した。 

2012年 国立感染症研究所 危機管理研修会 資料より 
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アジアを中心とする外国人の 
成人水痘症例の検討 

● 国立国際医療研究センターで2013年1月～2016年6月
の3年6カ月間に15例の成人外国人水痘患者を診療。 

●国籍の内訳はベトナム8例, 中国5例, ミャンマー1例, ベ
ルギー1例で, 11例が留学生。年齢の中央値は19歳（18～
35歳）。 

●抗ウイルス薬は13例で投与され, 入院を要したのは2例
●全15例のうち, ベトナム人7例と中国人1例は同一の語学
学校に通う18～23歳の留学生で, 学生寮で共同生活をして
いた。 

●このアウトブレイクでは, 発端者の発生から2カ月間に7
人が水痘を発症。留学生はいずれも母国語しか話せなかっ
たため, 学校や学生寮での感染予防の徹底を促し, 速やかな
曝露後予防を勧めるのに難渋した。 

IASR Vol. 37 p. 164-165: 2016年8月号 
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